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特集にあたって
折笠 俊輔 

デジタルトランスフォーメーション（以降、
DXと記載）が叫ばれて久しい。IT やシス
テムなどの技術革新が激しい、いわゆる「テ
ック系」については、よくバズワードと言わ
れるような一時的に流行する言葉が生まれる。
ここ最近でも、ビッグデータや、ブロックチ
ェーン、AI、IoT など枚挙に暇がないほど
の流行ワードが生み出されている。おそらく、
DXもその一つかもしれない―と思いつつも、
実は、これらの流行ワードにも大きな流れが
見られるのである。
およそ10年以上前、流行したワードはビッ
グデータであった。その後、IoT などが話題
となり、現在はAI や DXなどが流行してい
る。ブロックチェーンにおいては、最近は
ブロックチェーンそのものよりも、NFTや
DAOなどが流行語となっている（それぞれ
のワードの詳細は、ここでは説明しない。ぜ
ひ流行ワードの一つである ChatGPT などに
聞いてみて欲しい）。
これらの流れから分かることは、一昔前
は、「データの取得方法（例：ビッグデータ、
IoT）」、「データの取り扱い方法（例：ブロ
ックチェーン）」といった技術が流行ワード
になっていたが、現在では「データの活用技
術（例：AI、NFT、DAO）」、「データの活
用目的（例：DX）」などが流行ワードにな
っている、ということである。これはまさに、
データの取得や取り扱いの技術が一般化した
なかで、現在はその活用方法や、それによる
事業革新（≒DX）が求められていることの

証左であろう。
そこで、今回は特集のテーマを「食のサプ

ライチェーンの DXサービス最前線」とし
た。単なる最新の技術紹介ではなく、新しい
技術を活用したサービスにフォーカスしたい
という意図である。新しい様々な技術は、食
のサプライチェーンを構成する生産者、メー
カー、卸売業、小売業といった各段階のプレ
ーヤーにとって、手段であって目的ではない。
最も重要なことは、「その技術を、どのよう
に使って自社に便益をもたらすか」というこ
となのである。よって、本特集の各論説は具
体的なソリューションやサービスとして利用
できるもの、社会実装が進んでいるものを掲
載している。最新の技術動向を特集すること
も、とても大切ではあるものの、DXサービ
スとして利用が進んでいくサービスやソリュ
ーションを特集し、実際の業務課題に対して、
どういった技術が利用され、どういったサー
ビスとして対応が可能であるかを知ることは、
実務上、有用だと言える。

では、ここでそれぞれの論文を紹介しよう。
まずは、拙著の「食のサプライチェーンの

DX動向とスマートフードチェーン」である。
本稿では、食のサプライチェーンのDX動向
について、現在の食品流通の課題を確認した
うえで、食のサプライチェーンのDXにおけ
る技術開発の動向を、①データ連携、②履歴
取得、③見えないものを見る、④自動化によ
る工数削減、の４つの視点から、具体的なサ
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ービス名なども交えて整理を行った。これは、
食のDXの全体像をとらえるヒントになるだ
ろう。また、後半では、スマートフードチェ
ーンプラットフォーム「ukabis」について具
体的に紹介している。
岡本氏の「小売店舗の需要予測データを軸
としたサプライチェーンの適正化」では、シ
ノプス社が展開する需要予測型自動発注サー
ビス「sinops」について、具体的に説明して
いる。重要なポイントは、本稿では、値引き・
廃棄ロスの削減、利益率の改善といった効果
にまで言及している点である。単なる技術の
説明ではなく、ソリューションの紹介だから
こそ、効果まで言及することができる。今後、
同社が目指す小売企業の需要予測データを卸
売業や製造業までつなげることで「川上から
の物流コスト削減」を目指す「デマンドチェ
ーンマネジメント」（DCM）には、大きな期
待が寄せられている。
望月氏による「日本におけるリテールメデ
ィアの取り組み方」では、日本ではデジタル
広告のなかでも、取り組みが弱いリテールメ
ディアを、①リテールメディアの場所がデジ
タル面、かつ主体が小売企業、②コンテンツ
および広告の配信管理が可能、③会員情報
（ID-POS）との連携が可能（任意）と定義し、
海外での活用動向も踏まえながら、日本市場
において、どのようにリテールメディアに向
き合うべきなのか、日本独自のリテール環境
も考慮の上、小売企業やメーカーの視点から
考察している。

田代氏の「RFID を活用した加工食品流通
の効率化の方向性」では、具体的な電子タグ
に関わる実証実験の結果を踏まえたRFID の
活用に焦点をあて、加工食品流通の効率化に
ついて整理している。さらに、RFID 等の新
技術導入による効率化を図るために考慮すべ
き事項として、①コスト、②標準化、③導入
のメリット共有の３項目を導出している。

以上、本稿では、食のサプライチェーン全
体のデータ連携を行うプラットフォームであ
る ukabis、サプライチェーンの需要予測に
基づく自動発注システム sinops、新たなデ
ジタル広告として活用が進むであろうリテー
ルメディア、中間流通における物流等でさら
なる活用が見込まれるRFID について、詳細
な説明と活用のメリット等について整理した。
それぞれのサービスやソリューションの発展
が、サプライチェーンの各段階のプレーヤー
のDXを加速していくだろう。

サービス最前線


